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研究要旨 

A(H1N1)pdm09および B型の 2021/22シーズンインフルエンザワクチン株の選定を行うことを目的と

し 2020/21 シーズンに国内から収集した A(H1N1)pdm09 および B 型分離株の抗原性解析をフェレット

感染血清と 2020/21 シーズンインフルエンザワクチン接種者血清を用いて赤血球凝集阻止試験によ

り実施した。2020/21 シーズンはインフルエンザウイルスの流行がほとんど見られず、抗原性解析を

実施できた分離株の数は極めて少なかった。解析結果から、A(H1N1)pdm09 の 183P-5A1 の遺伝子グル

ープの野外分離株は 2020/21 シーズンワクチン株とは抗原性が一致していた。しかしながら、

183P-5A2 遺伝子グループの株に対してはワクチン株で作製したフェレット感染血清とワクチン接

種者血清ともに反応性が大きく低下していたことから、WHO は A(H1N1)pdm09については、HAに 156K

のアミノ酸を持つ 183P-5A2 のグループの A/Victoria/2570/2019 (H1N1)pdm09 類似株を北半球の 2021/2022

シーズン Egg-based Vaccine 推奨株とした。B 型については流行株の抗原性に前シーズンから変化が

認められなかったことからワクチン株の変更はなく B/Washington/02/2019 類似株と B/Phuket/3073/2013

類似株を引き続き北半球の 2021/2022 シーズン Egg-based Vaccine 推奨株とした。 

 

Ａ．研究目的 

インフルエンザウイルスは頻繁に遺伝子変異

し、それにともなって抗原性が変化するため、

ワクチン株は毎年見直す必要がある。本研究課

題では、国内外の A(H1N1)pdm09 および B 型の分

離株について、赤血球凝集阻止(HI)試験を用い

た抗原性解析を行い、その情報にもとづいて適

切な季節性インフルエンザワクチン株の選定

を行うことを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

2020 年 9 月から 2021 年 2 月までの

A(H1N1)pdm09と B 型の分離株または臨床検体を

国内の地方衛生研究所から提供を受け、フェレ

ット感染血清をもちいた HI 試験による抗原性

解析を行った。さらに 2020/21 シーズンの国内

ワクチン接種者血清と国内外の流行株との反

応性を HI 試験により調べた。 

  

（倫理面への配慮） 

なし 

 

Ｃ．研究結果 

A(H1N1)pdm09：2021 年 4 月 15 日時点で地方衛

生研究所において分離され当室で解析が実施

できた 2020/21 シーズンの国内分離株は長崎

/8/2020 のみであった。2020/21 シーズンのワクチ

ン製造株である Guangdong-Maonan/SWL1536/2019

（CNIC－1909）および同じ遺伝子グループに属

する細胞分離株沖縄/93/2019 のフェレット感染

血清と長崎/8/2020 株はよく反応しワクチン類

似株であった。遺伝子的には HA に 183P、129D、

185I、260D、D187A 及び Q189E のアミノ酸を持

つグループ 183P-5A1 に属した。国内のワクチン
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接種者血清を用いた解析では、ヒト血清は同じ

遺伝子グループ 183P-5A1 に属する細胞分離株

ともよく反応した。しかしながら、2019/20 シー

ズンに比較的大きく流行した HAに 156Kを持つ

遺伝子グループ 183P-5A2 に属する分離株に対

して反応性が GMT で 2 倍程度低下した。 

前シーズンの B 型インフルエンザの流行規模

も極めて小さかったが、2020/21 シーズンはほと

んど流行が見られなかった。4 月 15 日時点で地

方衛生研究所からB型分離株は報告されていな

い。 

B/Victoria 系統：2020/21 シーズンのワクチン株

（B/Victoria/705/2018 (BVR-11)、3 アミノ酸欠損）

を接種したヒト血清は、2019/2020 シーズンに分

離された同じ 3アミノ酸欠損の細胞分離株とは

GMT で 2 倍程度反応性が低下していた。

B/Yamagata 系統： 前シーズンに続いて分離解

析できた株はなかった。2020/21 シーズンワクチ

ン株（B/Phuket/3073/2013）を接種したヒト血清

を用いた解析では、2019 年の野外分離株とは

GMT で 2 倍程度反応性が低下していた。 

 以上の結果は WHO の 2021/22 北半球ワクチ

ン選定会議に情報提供された。 

  

Ｄ．考察 

A(H1N1)pdm09：2020/21 シーズン分離された遺

伝子グループ 183P-5A1に属する長崎/8/2020株は

ワクチン株のフェレット感染血清とよく反応

した。しかしながら、フェレット血清とワクチ

ン接種者血清ともに 183P-5A2 に属する分離株

に対しては反応性が大きく低下した。抗原部位

の 156K のアミノ酸置換が影響していると考え

られる。ビクトリア系統及び山形系統ともにワ

クチン接種者血清と細胞で分離された野外株

の反応性は低下しており、卵馴化による HA の

アミノ酸置換の影響と考えられた。 

以上から、A(H1N1)pdm09 は 183P-5A2 のグルー

プに属する株に対してはワクチン効果が減弱

する可能性が考えられた。また B 型については

卵順化にともなった変異によるワクチン効果

の減弱が危惧された。 

 

Ｅ．結論 

WHO は、A(H1N1)pdm09 については、156K のア

ミノ酸置換を有する 183P-5A2 のグループの

A/Victoria/2570/2019 (H1N1)pdm09 類 似 株 を 、

B/Victoria 系統と B/Yamagata 系統については、変

更 な く 、 B/Washington/02/2019 類 似 株 と

B/Phuket/3073/2013 を北半球の 2021/22 シーズン

Egg-based Vaccine 推奨株とした。 
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